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 小学校学習指導要領において情報モラル教育の必要性が示されたこと、小学生のスマートフォンの利用率が増

加していることを受けて、多くの小学校で情報モラルに関する授業が行われ、スマートフォンの不適切な利用方

法を防止するための学習機会が増えている。そのため、筆者が勤務する中学校における情報モラルに関する授業

の中ではスマートフォンの不適切な利用を正す方法が生徒から示されていた。しかしながら、全国的に見てもソ

ーシャル・ネットワーキング・サービス（以下、SNS と記す）によるトラブルがなくなっているわけではない。

こうしたことから、これまで教材化されてきたスマートフォン等の不適切な利用方法だけでなく、SNS を用い

て社会に貢献するような情報発信、SNS の好ましい利用に目を向けた授業プログラムを開発し、実践を行った

ことにより、その結果、生徒自身が自らの情報発信を社会に役立てるために行おうと考えることができた。 
 キーワード：情報モラル、道徳、SNS、好ましい情報発信、インターネット上のトラブル 

 
 

1. 問題の所在 

 
1.1. はじめに 

2019 年度から中学校の道徳の授業は 2018 年度に教

科書採択がなされた道徳科の教科書を使用することに

なっているが、今年度までは中学校は主に副読本を利用

して授業を実施している。千葉県においては、中学校の

道徳の時間では『中学生の新しい道1』が副読本として

使われていることが多い。 
 筆者が 6 月に 1 年生のある学級の道徳の時間を参観

した際も『中学生の新しい道』の教材を扱っていた。題

材は「メール依存症」で、あらすじは次のようであった。

主人公が中学校入学を機に携帯電話を買ってもらい、帰

宅するとすぐメールをチェックし返信する。それから深

夜になるまでメールのやりとりが続き、朝もスムーズに

起きられない、学校に遅刻する、授業中に居眠りすると

いう状況が続いた。偶然目にした「携帯電話依存症」の

番組でまるで麻薬中毒者のようになっている人を見て、

自身がそうではないかと不安になるというものである。 
 この授業の中で、主人公は今後どのようにしたらよい

かと担任が投げかけ、4 人が 1 つのグループになって計

9 グループで話し合いをした。話し合いは短時間で済

み、話し合った内容をホワイトボードに書いて黒板に掲

示してところ、「携帯電話を使うのを夜 10 時までにす

る」「友達と話し合って遅い時間にはやらないようにす

る」「すぐに返信をしなくてもいいルールを友達とつく

る」という適切と思われる内容ばかりであった。 
 この授業の後に、スマートフォンを使用している数名 
にスマートフォンの適切な利用の仕方について尋ねた

ところ、ある程度理解しているようであった。 
 これまで筆者の勤務校がある市内の小学 6 年生に情

報モラルに関する授業をしたとき、例えば、写真に位置

情報が入るようになっていると写真の住所が特定され

るから位置情報が入らないようにしておくことや、宛先

が不明の脅迫めいたメールについては無視すればよい

こと等比較的対処方法を知っていることが多かった。 
これは、文部科学省（2008）においても、情報モラ

ルに関する内容が以下のように細かく示されるように

なったことが要因の一つとして考えられる2。 
 

・道徳においては情報モラルを取り扱う。 
・インターネット上での誹謗中傷やいじめ、イン

ターネット上の犯罪や違法・有害情報の問題を踏

まえ、情報モラルについて指導する。 
・他者への影響を考え、人権，知的財産権など自

他の権利を尊重し情報社会での行動に責任をもつ

ことや、危険回避など情報を正しく安全に利用で

きること、コンピュータなどの情報機器の使用に

よる健康とのかかわりを理解する。 
・情報発信による他人や社会への影響について考

えさせる学習活動、ネットワーク上のルールやマ

ナーを守ることの意味について考えさせる学習活
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動、情報には自他の権利があることを考えさせる

学習活動、情報には誤ったものや危険なものがあ

ることを考えさせる学習活動、健康を害するよう

な行動について考えさせる学習活動などを通じ

て、情報モラルを確実に身に付けさせる。 
 

 このように、道徳の時間や学級活動等で、誹謗中傷の

書き込みによる「ネットいじめ」や SNS への写真の投

稿等情報モラルを学ぶ機会は増えていると言えよう。 
 また、小学生のうちからスマートフォンを所持してい

る割合が高くなっていることも情報モラルについて学

習する機会が増えている要因の一つであろう。 
内閣府（2018）によると、小学生におけるスマート

フォン・携帯電話の所有・利用率は 2014 年度が 46.1％
であったものが 2017 年度には 55.5％になっており、3
年間で 10％近くも上昇している3。小学生の半数以上が

携帯端末を所持または利用していることがわかる。 
 東京都（2018）は小学生の 6 人に 1 人がインターネ

ット上のトラブルを経験していることを明らかにして

おり4、単純に考えると学級の少なくとも 5、6 名はトラ

ブルを経験している可能性があると考えられる。筆者も

小学校でもインターネットを介したトラブルがあるこ

とは職務上少なからず耳にしている。そのため、筆者が

勤務している市の小学校では、早くは中学年から、遅く

とも 5 年生からインターネット上のトラブルに関する

情報モラルの授業を実施しているところが多い。 
こういう状況からトラブルへの対処方法の知識をも

っている児童は一定数いると考えられ、中学 1 年生の

道徳の授業においても適切な対処方法を意見として発

表することができたと考えられる。 
では、このように情報モラルに関する授業が小学校か

ら行われるようになり、中学校ではインターネット上の

トラブルは少なくなっていったのだろうか。 
 2018 年 10 月に行われた中高生徒指導連絡協議会5で

は、教育事務所管内全ての中学校 45 校、高等学校 6 校、

特別支援学校 5 校、計 56 校から 1 名ずつ出席して「イ

ンターネットに関するトラブル」をテーマに情報交換が

されていたが、今年度トラブルが起きていない学校は 3
校しか無かった。情報交換においてどの学校においても

こうしたトラブルへの対処、特に SNS に関連したトラ

ブルが課題であるとの話が多かった。代表的な事例のみ

を発表している学校もあったので全ての事例ではない

が、トラブルの割合の内訳を見ると、悪口やいやがらせ

等の SNS による不適切な発言が 63.7%、SNS で不適切

な画像の掲載が 31.4%、多額な課金が 2.9％、ネット依

存が 2.0％であった6。このことから起きているトラブル

の多くが SNS に起因していることがわかる。 
このような状況ではあるが、必ずしも小学校から行わ

れている情報モラルに関する授業が不十分であるとは

いえないと考えられる。2016 年 6 月に発表した株式会

社カスペルスキーと国立大学法人静岡大学による小中

学生の情報モラルに関する共同調査研究によると「モラ

ル」についての正答率は 74.9％、「セキュリティ」につ

いては 77.5％、「法」は 48.3％という調査結果が出てお

り7、「法」に関しては低い結果が出ているものの「モラ

ル」や「セキュリティ」に関しては比較的高い正答率で

あると考えられる。このことからインターネット上のト

ラブルを回避する知識を身に付けてきている子どもが

多くなっているものと考えられる。そうなると、インタ

ーネット上のトラブルを減少させる方向に進むために

は別の面からのアプローチが必要ではないだろうか。 
 
1.2. スマートフォンのインターネット上での好ましい

利用を扱った情報モラルの授業について 
 スマートフォンは通信するための道具である。道具を

好ましく使う方法を生徒に学習させるためには、不適切

な使い方に関する指導を行うだけで良いのだろうか。筆

者が以前行った刃物に関する授業を例に検討していく。 
筆者は、2014 年 9 月に小学 5 年生に対して自然教室

の事前指導として刃物を扱うことを仕事にしている職

業人をお呼びして授業を実施した。 
 包丁等の刃物が危ないことは子ども自身も承知をし

ているが、事前指導の中で包丁の危険性を訴えるよりも

刃物がいかに私たちの生活に役立ち、素晴らしい働きを

してくれる道具であるかということに気づかせた方が

包丁を大切に扱い、結果的に安全に使うことにつながる

と考えたからである。本授業の講師として学区内にある

イタリアンレストランのシェフに依頼し、魚と様々な種

類の野菜を 10 種類の包丁を用いて切ってもらった。子

どもたちは興味津々に包丁さばきをよく観察していた。

様々な食材を切る中で危険な扱い方やそれを防ぐ方法

も併せて解説してくれた。この後行った、細い木をナイ

フで削る箸作りや自然教室でのカレー作りでは落ち着

いて安全に刃物を扱うことができ、誰一人として刃物に

よる怪我はなかった。 
 また、黛（2016）も、子どもたちにナイフの扱い方

を教える際に目の前で紙を切って見せ、ナイフの切れ味

を見せるデモンストレーションを行っている。その際、

紙が切れるように指もよく切れることを告げている。す

ると、子どもたちはハッとして刃物の素晴らしさに気づ

き、刃物による怪我が 5 分の 1 に激減したとある8。 
このように、子ども自身が道具の優れた面に興味関

心、ある意味敬意を払うような見方をすることができれ

ばその道具を適切に扱うのではないだろうか。つまり、

スマートフォンのインターネット上のトラブルを少な

くするためにはスマートフォン等のインターネット上
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でこのような好ましい利用に関する面に目を向けてい

くことも必要なのではないかと考えるのである。 
 2018 年度に小学校の道徳科の教科書が採択され、20
19 年 4 月より小学校では教科書を用いて道徳科の授業

が行われる。小学 5 年生以上で教科書に取り扱われて

いる情報モラルに関する題材を調べてみると以下の表

1 のようであった9。 
 

表 1 小学校高学年における道徳科の教科書別の 
情報モラルに関する題材一覧 

教科書会社 学年・題材名・主な内容 
学研 5 年「おもしろければいいの」（様々な人

の立場を考慮した情報発信） 
6 年「会話のゆくえ」（スマートフォンで

の連絡の取り方） 
学校図書 6 年「私の知らないところで」（相手を傷

つけるメールについて） 
教育出版 5 年「参考にするだけなら」（インターネ

ット上の著作権） 
5 年「だれかをきずつける機械ではない」

（ネットいじめ） 
6 年「食事中のメール」（情報機器の節度

の持った使い方） 
6 年「情報について考えよう」（インター

ネットにおけるマナー） 
廣済堂あか
つき 

5 年「礼儀作法にこめられた心」（メール
や手紙、電話のちがい） 

5 年「だれも知らないニュース」（インタ
ーネットの使い方） 

5 年「ちゃんとやれよ、健太」（インター
ネットメールの問題点） 

6 年「達也の転校」（メールの使用時間） 
光文書院 5 年「約束」（スマートフォンのトラブル） 
東京書籍 5 年「これもチェーンメール」（チェーン

メールかどうかを確かめる） 
6 年「けいたい電話とのつきあい方」（携

帯電話と賢くつきあうための方法） 
日本標準 5 年「携帯電話依存」（メール依存に陥ら

ないようにするための方法） 
6 年「スマホで待ちぼうけ」（スマホの使

い方の約束） 
光村図書 5 年「あいさつって」（インターネットを

利用するときのマナー） 
6 年「気に入らなかった写真」（インター

ネットでの写真の投稿） 
 
 いずれもスマートフォン等の情報機器の使用に関す

るトラブルに目を向けるような内容となっている。 
 平成 30 年度に採択され、平成 31 年 4 月から使用す

ることになっている中学校の道徳科の教科書について

も同様に調べた結果が表 2 のとおりである10。 
やはり、スマートフォン等の情報機器の使用に関する

トラブルに目を向けるような内容となっている。 
 道徳以外の学級活動においては、各学校独自で年間指

導計画が作成されているが少なくとも私が本研究に関

する授業を実施した学区の 6 つの小学校においてスマ

ートフォン等のインターネット上で好ましい利用する

面に目を向けた授業は実施されていなかった。また、先

に述べた中高生徒指導連絡協議会に出席した学校いず

れもがこうした授業は実施していなかった。 

表 2 中学校における道徳科の教科書別の情報モラルに

関する教材一覧 
教科書会社 学年・題材名・主な内容 
学研 1 年「うわさで決めるの？」（インターネ

ット上の情報に振り回されない） 
2 年「言葉の向こうに」（メールやインタ

ーネット上のコミュニケーション
のとり方） 

3 年「インターネットと共に」（情報社会
のルール） 

3 年「便利なスマホ 使い方次第で」（情
報機器の過度の依存） 

学校図書 1 年「博史のブログ」（相手の立場を考え
た情報発信） 

2 年「ネット将棋」（インターネット上の
責任ある言動について） 

3 年「言葉の向こうに」（メールやインタ
ーネット上のコミュニケーション
のとり方） 

教育出版 1 年「ルールとマナー」（SNS 上でのルー
ルやマナー） 

2 年「SNS とどうつき合う」（SNS の適切
な使い方） 

3 年「歩きスマホをどうするか」（歩きス
マホについての規制を考える） 

廣済堂あか
つき 

1 年「ネット将棋」（インターネット上の
責任ある言動について） 

1 年「寛容の心」（インターネット上での
情報発信の問題点） 

3 年「ピヨ子」（インターネット上での画
像の拡散） 

東京書籍 1 年「短文投稿サイトに友達の悪口を書く
と」（SNS の書き込みについて） 

2 年「ゴール」（メッセージアプリを使用
するときに注意すること） 

3 年「スマホに夢中」（スマートフォンの
使用による生活の乱れ） 

3 年「合格通知」（SNS に投稿する際に気
をつけること） 

日本教科書 2 年「ネット将棋」（インターネット上の
責任ある言動について） 

2 年「言葉の向こうに」（メールやインタ
ーネット上のコミュニケーションのとり
方） 

日本標準 1 年「携帯電話依存」（メール依存に陥ら
ないようにするための方法） 

2 年「こんなメールが届いたら」（チェー
ンメールについて） 

3 年「メールの相手は今何してる？」（携
帯電話の使用回数や使用時間を自
らコントロールすることについて） 

日本文教出
版 

1 年「近くにいた友」（メールの使い方） 
1 年「使っても大丈夫？」（写真や音楽 CD

等のデジタルデータの著作権） 
2 年「ネット将棋」（インターネット上の

責任ある言動について） 
3 年「ある朝のできごと」（スマホの節度

ある使い方と使用するルール） 
 
 各キャリアや行政機関等が提供している小・中学生向

けの情報モラル教材が道徳の時間に活用されることが

少なくないので、その内容がどのようなものか見てみよ

う。 
 各キャリアや行政機関等の教材においても、いずれも

好ましい利用に目を向けたようなものは現時点におい

て見当たらない。 
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表 3 各キャリアや行政機関等が提供している 
情報モラルに関する教材一覧11 

教材名 主な提供内容・提供元（公表時期は脚注を参照） 
SNS 東京ノート12 ・いじめへの対応や SNS の使い方 

（提供元：東京都教育委員会） 
※高校生向けの資料には「災害時 SNS の活用」

というテーマで、家族がスマホを使えなくなっ

た場合の対応やデマへの対応、避難所の状況の

伝え方が掲載されている。 
情報モラルカルタ
13 

・詳しい内容は不明である。ただし、情報モラ

ルや情報セキュリティの基本的な知識や考え方

や態度を育むことができる教材と提供元の Web
サイトに記載がある。 
（提供元：株式会社ネル・アンド・エム） 

自画撮り被害が増

加！SNS 上の出会

いに要注意！！14 

・年々摘発件数が増加している実際の児童ポル

ノ事件を基に再現ドラマでその手口を紹介して

いる。（提供元：政府インターネットテレビ） 
ネットの『あやし

い』を見きわめよ

う15 

・具体的な教材を用いて、子どもたちに目に見

える怪しいサイトやアプリを見抜く力を身に付

けさせる内容となっている。 
（提供元：カスペルスキー株式会社） 

インターネットと

人権 加害者にも

被害者にもならな

いために16 

・インターネットを利用する上での危険性や、

安全な利用法・対策についてドラマ仕立てでま

とめたものとなっている。（提供元：法務省） 

インターネットト

ラブル事例集17 
・インターネットトラブルの実例を挙げその予

防法と対処法を紹介している。（提供元：総務省） 
ま ん が で 学 ぼ

う！！ネットのキ

ケン18 

・ゲームや SNS 投稿、ネットの甘い話などトラ

ブルに巻き込まれそうなケースを漫画にした内

容となっている。（提供元：京都府警察本部） 
魂の交渉屋とボク

の 物 語 -Soul 
Negotiator -19 

・スマートフォンやインターネットの利用時に

実際に起こり得るケースを題材として、ストー

リーを進める中でネットリテラシーを向上させ

る内容となっている。（提供元：グリー株式会社） 

情報化社会の新た

な問題を考える20 
スマホの長時間利用による生活習慣の乱れや

「ネット依存」に陥り、ネット詐欺・不正請求

などの「ネット被害」、SNS によるトラブルな

どに巻き込まれないようにするための教材 
（提供元：文部科学省） 

スマホにひそむ危

険 
疑似体験アプリ21 

スマートフォンの利用に伴う被害を疑似体験す

ることにより、被害がどのように起きてしまう

のか、そして、どのような結果になるのかが理

解できる教材 
（提供元：デジタルアーツ株式会社） 

スマホ・リアル・

ストーリー22 
ゲーム課金・架空請求・グループ外し・なりす

まし・画像流出といったスマートフォン上で起

きそうなトラブルについて学ぶことができる教

材（提供元：日本放送協会） 
みんなで考えよう

スマートフォン23 
SNS 上のトラブルや動画配信、フィルタリング

を外すことによるデメリット等のテーマを、動

画をもとにして適切に対応することができるよ

うにした教材（提供元：ソフトバンク株式会社） 
事例に学ぶ情報モ

ラル24 
実際のネット炎上事例等を題材にインターネッ

ト上での「適切なふるまい」や「正しい使い方」

を学ぶことができる教材。 

（提供元：グリー株式会社） 
スマホ・ケータイ

安全教室25 
スマホ・ケータイやインターネットにかかわる

トラブルや事件・事故の事例を紹介し、子ども

たちが自らの判断でリスクを回避できるように

する教材。（提供元：KDDI 株式会社） 
スマホ・ケータイ

安全教室26 
起こり得る身近なトラブルへの気づきから、ス

マートフォンを安全に使うためにはルールとマ

ナーを守ることが必要であることを学べる教材 
（提供元：NTT ドコモ株式会社） 

 
 では、好ましい利用に目を向けた情報モラルに関する

授業は学校現場で行われていないのだろうか。 

 まずは、SNS 利用の授業に関する研究論文を調べて

みたところ、好ましい利用に焦点を当てた研究に該当す

るものは見当たらなかった。しかしながら、以下の 3
つの実践については参考になる点があった。 
 まず、平松（2015）の小学 4 年生の国語の実践であ

る27。本実践は、児童が作成した短歌に対して SNS を

用いて互いにコメントするという授業である。作成した

短歌の画面を見られると手で隠してしまうような児童

も自分の短歌に友達からのコメントがあると喜んでお

り、本実践は SNS での発信を好意的にとらえることが

できるものと考えられる。なお、本実践ではコメントの

中にからかうことがあり、指導したとの記載があるが、

こうした状況をとらえて相手の感情や立場を考えた情

報発信についての学びにもつながるものと思われる。た

だ、この実践は 2 人 1 組でスマートフォンを使用して

おり、実際に授業で行うとなると、こうした機器や環境

が整える必要が出てくる。 
 次に、安藤他（2015）のシナリオゲームの実践があ

る28。本実践は、中学生を主人公に SNS のトラブルを

テーマにしたシナリオを読み進め、ストーリー展開が分

岐する場面でカードやサイコロを用いて選択肢を意志

決定していき、SNS 使用に関する判断力を高めるとい

うものである。本実践では、生徒が SNS を使用してい

る場合には SNS の良い活用法についての意識を高める

効果があるとしている。ストーリーを用意して意志決定

させることは SNS の好ましい利用につながる可能性が

あると考えられる。 
三番目に、伊丹市立伊丹高等学校 1 年生の情報科に

おいて「伊丹育ち合い（共育）プロジェクト」と題した

通年プログラムである29。このプロジェクトは、高校生

が地元の商店の店主と共同して企画を立案・実践し、地

元商店街や地域の活性化を目指すというもので「いたま

ち SNS30」という独自の地域 SNS が広報等で活用され

ており、生徒・地域・先生のつながりを支えているとし

ている。このプロジェクトにより、「私の参加により、

変えてほしい社会現象が少し変えられるかもしれない」

という問いに対して当校の 78％の生徒が肯定的に回答

しており、社会参画に対して前向きにとらえるようにな

ったとの成果が報告されている31。 
このように、社会参画に前向きになる一つの要因とし

て SNS での情報発信が考えられるが、実際に道徳科や

学級活動等の 1 単位時間の授業プログラムを構成する

となると、このような形で SNS の好ましい利用につい

て授業をするのは難しい。ただし、本事例のように情報

発信することが社会参画に対して前向きになることに

つながることについては大変参考になる。 
次に、SNS の好ましい利用に関する児童生徒向けの

番組を調べてみたところ、NHK for School が提供して
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いる番組「メディアタイムズ」があった。この番組の中

の「どこまでつながる？SNS」という回では、SNS で

知り合った仲間と旅行を楽しんだ話や SNS のグループ

機能を使って、共通の趣味や関心、目的に応じて人と人

同士がつながることができる話、西日本豪雨で被災地の

ボランティア仲間を集めるために SNS を活用した話

等、様々な好ましい利用に関する話が紹介されていた

32。ただし、この番組を用いた授業実践については、「自

分と似た考えの人とだけつながるべきか、自分と違う考

えの人ともつながるべきか、どう解決すればいいだろ

う？」ということを中心に考えさせる等、SNS で様々

な人とつながるためにどのようなことを心がけて利用

すればよいかに重きを置いている33。 
 また、読売新聞朝刊教育面にて「ニュース de 道徳」

というコーナーでニュースを取り入れた道徳の授業を

紹介している中で、平成 30 年 5 月 30 日付け朝刊にあ

った「羽生パレード ゴミ残りなし」というタイトルの

授業にこの要素が該当するものがあった34。 
 当授業では、平昌五輪のフィギュアスケートで金メダ

ルを獲得した羽生結弦選手の祝賀パレードが出身地で

ある仙台市で行われ、約 10 万 8000 人のファンらがか

けつけたにもかかわらず、ゴミがほとんど残らず話題に

なった記事をとりあげている。授業の流れとして、羽生

選手を隠したパレードの写真を提示し、何の写真かを考

えさせるところから始まり、「人が集まるとたいてい起

こり困ることは何だろう」と問いかけ、意見を聞く。次

に、ハロウィンパーティーの翌朝には相当の量のゴミが

出て自治体等がその対応に頭を抱えていることや、河川

敷で行われているバーベキューも同じようにゴミ問題

で悩まされ、禁止にしている自治体があることを紹介

し、ゴミ問題が起こる理由を考えさせる。それからパレ

ードでのゴミの量を想像させた上で 90リットルのゴミ

袋 6 袋で済んだことを伝え、「10 万人以上集まったパレ

ードでゴミの量が少なかったのはなぜか」と問いかけ

る。ゴミの量が少なかった理由の一つとして、羽生選手

のファンが Twitter や LINE 等でゴミ拾いを呼びかけ

ていたことがあげられていることを紹介し、パレードに

集まった観衆の気持ちや SNS の世のためになる使い

方、東日本大震災の被災地で羽生選手が出身の仙台市へ

の観客の思い等に思いが至るようにし、最後に授業で学

んだことやこれからの自分に生かすことができそうな

ことについて感想を書かせ、授業を終わるとしている。 
 本事例では、SNS の好ましい利用を中心的に扱って

いるわけではないが、ねらいを「羽生選手のパレードで

美化を心がけた人々の行動に共感し、自律的で責任ある

行動をする態度を育てる」としており、実際に起きた事

象の要因の一つが SNS の好ましい利用であったことを

取り上げたことは大いに参考となる。 

 ただ、この授業では SNS の好ましい利用について共

感できるようになるのであろうが、伊丹高校の事例を鑑

みても擬似的にでも社会に向けて役立つ情報発信する

体験もさせた方が、より一層自らの情報発信の仕方を好

ましいものにつなげることになるのではないだろうか。 
 このように、SNS の好ましい利用の参考になる実践

は様々あっても、SNS の好ましい利用の実際を知り、

好ましい情報発信を生徒自身が考えるといった実践は

なされていないようである。生徒が SNS の好ましい利

用の実際を知ることで、SNS がもたらす効果を好意的

に理解し、模擬的にでも好ましい情報発信を考えること

は、生徒自身が今後 SNS を利用する上で好ましい使い

方をしようという意識が高まるものと考えられる。 
本研究では実際に起きた SNS の好ましい利用を取り

上げた事象を取り上げ、自らの情報発信を社会に役立て

ようとする意欲を育てる授業プログラムを開発しスマ

ートフォンがもつ優れた面を取り上げ、これまでとは別

の角度から情報モラル教育を進めていきたい。 
 

2. 研究の目的と方法 
 
2.1. 研究の目的 
 SNS の好ましい利用に目を向け、自らの情報発信を

社会に役立てようと考える道徳の授業プログラムを開

発、実践し、本授業プログラムの有効性を検証する。 
 
2.2. 研究の方法 
本研究では、実際に SNS を活用した好ましい利用の

事例やそれを取り上げた授業を調査し、そこから授業で

取り扱う事例を決定するとともに、架空の事例を作成し、

それに基づき社会に役立つ情報発信を考える授業プロ

グラムを千葉県内の中学校の生徒に対して実施する。 
考察にあたっては、授業内での生徒の反応等を分析す

るとともに、事後のアンケートを参考にし、本授業プロ

グラムの有効性や課題を明らかにする。 
 

3. 授業開発 
 
3.1. 情報発信における SNS の好ましい利用を扱った授

業の流れについて 

 情報発信における SNS の好ましい利用を扱った授業

づくりについては以下の 4 点を軸に考えることにする。 
(1)情報発信における SNS の好ましい利用に対する興

味関心をもたせる。 
 先にも述べたように、中学生はインターネット上のト

ラブルに関する授業は受けてきているが好ましい利用

に関する授業は受けていないため、好ましい利用により，

良くない状況が改善された、社会にとって大変役に立っ
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たということがよくわかる実際の事例を取り上げるこ

とで興味関心をもたせる必要があると考えられる。 
 実際の事例については、先に述べた「ニュース de 道

徳」で取り上げていた仙台市の羽生結弦選手のパレード

の例はわかりやすい。もちろん羽生ファンの SNS によ

る発信がゴミの少なかった要因として特定されてはい

ないが、報道から関わりはあったであろうと思われるの

で取り上げていきたいと考えられる。また、ゴミ袋の量

が視覚化できるように実際に教室に持ちこむことも可

能なので実感できるのではないかと考えられる。 
 また、ゴミ問題の現状との対比をするためにバーベキ

ューの禁止やハロウィンパーティーのゴミも併せて取

り上げたい。これらの事例については中学生もニュース

で視聴したことがあるものにした方が理解しやすいと

考えられる。特に、渋谷のハロウィンパーティーについ

ては毎年ニュースに取り上げられ、しかも、ゴミのポイ

捨て等様々な問題が報道されることから、こうした事例

を取り上げるとよいと考えられる。 
(2)架空の事例を挙げて、生徒自らがどのような情報発

信をするかを考える 
 生徒にいきなり「世の中のためになる情報発信を考え

よう」と言ってもなかなか難しいであろう。筆者が中学

1 年生のある学級で仙台のパレードにおける SNS での

情報発信を紹介した後、「SNS を使って社会の役に立つ

情報発信を考えよう」と投げかけ、グループで考えさせ

たが、なかなか思いつかず「貧しい国のために募金を呼

びかける」「ゴミのポイ捨てをやめよう」といったポス

ターの呼びかけのような内容であった。事例の範囲が広

すぎて何を発信していいか困ってしまうので、ある程度

具体性のある事例にして当事者意識を感じつつ情報発

信できるようにする必要があると考えられる。 
ただ、先に述べたような SNS がゴミを少なくした要

因になったと考えられることを学んだ後、似たような事

例として「大勢の人が集まるところで SNS を活用して

社会の役に立つ情報発信を考えよう」と促しても、「ゴ

ミを持ち帰ろう」といった同じような情報発信になって

しまい、生徒の発想が広がる可能性は低いものと考えら

れる。 
災害時の SNS 利用を架空の事例として扱うのはどう

であろうか。このことはメディアで取り上げられること

が少なくないし、また、大地震や大規模な風水害がいつ、

どこで起きてもおかしくない状況である。東日本大震災

の折、現在の中学生の生徒は園児や小学生であったため

当時の記憶を若干保持しており、災害は比較的身近に感

じやすいものと考えられる。大地震や風水害等の災害を

想定して架空の事例にする場合においてもヒントにな

るような実際の事例を紹介することで生徒の発想を広

げることができるものと考えられる。 

直近の事例の中に、北海道胆振東部地震で中高生が

Twitter で高層マンションに居住する高齢者に配給さ

れる水を運ぶボランティアを呼びかける報道があった

35。高校 2 年生が Twitter で呼びかける事例を紹介すれ

ば「自分たちにも SNS で社会の役に立つことができる

のではないか」という意欲をもてるのではないだろうか。 
 このような事例から大地震後を想定した架空の事例

をもとに、社会の役に立つ情報発信を考えることが望ま

しいと考えられる。 
(3)デマ等の SNS による情報発信を取り上げる 
 このように、SNS による情報発信の好ましい利用を

取り上げることが本授業プログラムの中心にはなるの

だが、情報発信される内容がすべて正しいものととらえ

てしまう懸念が考えられる。 
 内閣府（2018）によると、中学生のスマートフォン

利用率は 58.1％であることから約 40％の生徒はスマー

トフォンを利用していないことになる36。こうした生徒

はインターネット上に情報発信されている内容が全て

正しい情報であると勘違いをしている可能性があるこ

とから、インターネット上に情報発信されている内容に

はデマもあることを取り上げる必要があると考えられ

る。本授業プログラムの中では、デマについても取り上

げてネット上の情報の真偽については慎重に考えるよ

うに促すようにしていく必要があると考えられる。 
(4)スマートフォン利用がない生徒への対応を考える 
中学生だからスマートフォンのことについては詳し

いだろうと安易に考えて授業を進めていると、実際にわ

かっていないということが筆者の経験上少なからずあ

る。それは先にも述べたように約 40%の生徒がスマー

トフォンを利用していないためであろう。 
本授業プログラムを実施した A 中学校の事前アンケ

ートによると、Twitter を知っている生徒は中学 1 年生

で 88％、中学 2 年生で 94％であった。しかしながら、

Twitterを利用したことがあると答えた生徒は中学1年

生で 30.4％、中学 2 年生で 47.8％であり、半分以上の

生徒は利用していない。そのため、Twitter がどのよう

な機能を持ち、情報発信や情報拡散がどのようになされ

ているかを説明することも必要であろう。 
なお、本授業で SNS の代表例として Twitter をとり

あげる理由は以下の 2 点である。1 つは好ましい利用の

事例が Twitter を用いている場合が多いこと。もう 1
つは警察庁（2019）37によると、SNS 等に起因する被

害児童の多いサイトの第1位がTwitterだからであるこ

とから Twitter の仕組みについて理解しておいた方が

生徒指導上好ましいと考えられるからである。 
 

4. 授業の実際 
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 検証授業については、千葉県内 2 校の A 中学校、B
中学校に対して筆者が実施した。授業展開については A
中学校 1 学級で実施した内容を記載した。 
 教科名：道徳科 
 時 間：50 分 
 学 年：中学 3 年 
 実施日：2019 年 1 月 22 日 
 ねらい：SNS を使った情報発信が社会の役に立つこ

とに気づくとともに、自らの情報発信のあり

方について考えることができる。 
【授業展開】 
(1) 写真を 1 枚提示し、写真に写っている人物を問うと

ともに状況を説明する。 
2018 年 4 月 22 日に仙台市で行われたパレードで大

観衆が押し寄せる中パレードカーに乗った羽生結弦選

手の顔を隠した写真を提示し、「この写真に写っている

人は誰でしょう。」と問う所から授業を始めた。 
すると、すぐさま多くの生徒から「羽生結弦！」とい

う氏名が出てくる。理由を尋ねると、「金メダルをかけ

ているから。」「スタイルの感じから。」という意見が返

ってくる。このパレードは羽生結弦選手のソチオリンピ

ックで獲得した金メダルを祝し実施されたもので、10
万人強の観衆が集まった。生徒たちにこのパレードに集

まった観衆の人数が 10 万人であることを告げると、A
中学校がある市の人口よりも多いことに驚いていた。 
(2) 人が大勢集まるときに起こる問題について話し合

わせ、その後発表させる。 
このパレードのように大勢の人が集まると起こりや

すい問題について 4 人グループで話し合わせた。その

後、各グループから意見を発表させたところ、「スリ」

「けんか」「将棋倒し」「痴漢」「ゴミのポイ捨て」とい

った内容が出てきた。 
(3) 多摩川のバーベキューや渋谷のハロウィンパーテ

ィーが抱える問題について紹介する。 
多摩川のバーベキューの写真を見せて、ここでのバー

ベキューが中止になった原因を考えさせた38。口々にゴ

ミ問題ではないかとつぶやきがあった。その後、渋谷の

ハロウィンパーティーが抱えている問題とこの原因が

似ていることを伝えると生徒たちは皆確信をもって「ゴ

ミのポイ捨て」が、バーベキューが中止になった原因で

あると述べていた。 
 2016 年の渋谷のハロウィンパーティーでは 10 月 28
日から 11 月 1 日朝まででボランティアが回収したゴミ

の量が90リットルのゴミ袋で640袋になったとの記事

があった39。その記事の中にあるゴミ袋が積み上げられ

た写真を見せて、何袋くらいあるのかを簡単に予想させ、

すぐに 640 袋であることを伝えた。 
(4) 仙台市の羽生選手のパレードで出たゴミについて

考えさせる40。 
本物の 90 リットルのゴミ袋の量を生徒達に見せ、大

勢の人たちが集まった仙台市のパレードでのゴミの量

を予想させた。すると、640 袋よりも多いと予想した生

徒たちと、それよりも少ないと予想した生徒たちは半々

であった。その中で一番少なく予想した生徒でも 100
袋であった。実際に出たゴミの量が 6 袋であることを

見せると、一様に驚いた表情を見せた。 
すかさず「なぜ仙台市のパレードではゴミの量が少な

かったのだろうか。」と問いかけ、グループで相談させ

た。生徒たちからは「パレードで警官がたくさんいて取

り締まっていたから」という意見が出されたが、渋谷の

ハロウィンパーティーでも警官がたくさんいたとの反

論があった。次に、「羽生ファンがマナーがよかったか

ら」という意見については皆が納得したような様子であ

った。さらに、「ゴミを拾うよう呼びかけたから」とい

う意見が出されたところ「ネットじゃないか」という追

加の意見が出された。ここで「どのように呼びかけたと

考えられるか。」と問いかけた。すると、「羽生ファンが

Twitter とかラインで呼びかけた。」という意見が数名

から出された。 
そこで、仙台市のパレードでゴミの量が大変少なかっ

た原因として観衆のマナーもさることながらインター

ネット上での呼びかけがあったとニュースで報じられ

ている話をした。 
(5) Twitter を用いた情報発信や情報拡散について説明 
する。 
 まず、「Twitter ではどのような情報発信ができるか」

を生徒に尋ねた。文字や写真を送ることができることは

すぐに答えが出てきた。ただし、文字数が 140 文字の

制限があることを知っている生徒は 2 割程で思ったよ

り少なかった。その後、実際の写真付きのツイートを見

せた。芸能人が大学祭に出演する旨をツイートしたとこ

ろ、大学祭に人が集まりすぎて中止になってしまった事

例を紹介した。このことから「リツイート」と言われる

Twitter 特有の情報拡散について説明した。 
(6) 大地震における SNS の利用例をとりあげる。 
 ここから架空の事例で情報発信を考えさせるために、

架空の事例に近い内容として北海道胆振東部地震を取

り上げることとした。 
 まず、ボランティアの男性がパソコンで何かをしてい

る写真を見せ、何をしているところかを問うと、これま

での授業の流れから「Twitter を使って何かしているの

ではないか」というつぶやきがあった。これは北海道胆

振東部地震でのボランティア活動であり、最近は災害が

起きると Twitter 等で、避難所で必要としている物資や

ボランティアについて情報発信することが多くなって

いることを紹介した。 



授業実践開発研究 第 12 巻（2019） 

 100 

 ここで、避難所で必要な物資やボランティアとして考

えられるものを尋ねた。それは架空の事例で情報発信を

考える際にヒントとなり得ると考えたからである。 
 次に、高校 2 年生がマンションに住む高齢者に水を

運ぶことを呼びかけるツイートと、このことを取り上げ

た新聞記事を紹介した。生徒たちは感心した様子でこの

話を聴いていた。この行動についてどう思うか尋ねたと

ころ、「高校生でも人助けのために発信しているところ

がすごい」といった類いの感想が聞かれた。 
(7) 架空の事例を示して、世の中に役立つ情報発信につ

いて考えさせる。 
 今後 30 年間で震度 6 弱以上の地震が起きる確率の地

図を見せて、近くにある千葉市が 85％であることから

大地震がいつ起きてもおかしくない状況であることを

説明した41。そして、大地震が起きたと仮定して、社会

に役立つ情報発信を考えようと投げかけ、以下のような

架空の事例を示した。 
「日中に外出している途中で、震度 6 強の地震が起き

ましたが自分は無事でした。A 市で起きていると思われ

る大変な状況を頭の中で想像してみましょう。想像した

この状況でスマホを使って世の中のためになるような

情報発信を考えてみましょう。」 
 そして、4 人グループに 1 枚ずつホワイトボードを配

布し、相談させた。各グループでは、「水道管があふれ

たことにしよう」「火事が起きたことにしよう」という

ような架空の事例をつくるところから話し合いが始ま

り、それに合わせて情報発信する内容を考えて、ホワイ

トボードに書いた。 
8 つのグループが考えた情報発信の内容は以下の通

りであった。 
・「ほとんどの家が半壊しています。救助経験がある人

は至急○○市役所まで来てください。#地震ボランテ

ィア」 
・「負傷者が多いので、医療関係の仕事に就いている人

は○○中学校に来てください。#地震ボランティア」 
・「○○市△△で火事が起きています。□□の道が危な

くなっているので近寄らないようにしましょう。」 
・「力に自信がある人、ガレキの移動をお願いします。

力に自信がない人も拡散お願いします。#拡散希望」 
・「水道管が破裂して、これから水が出なくなるかもし

れないので気をつけて。」 
・「公園の近くにある水道が壊れていて、水があふれて

います。」 
・「近隣の体の不自由な人やお年よりと一緒に避難する

ように伝える。」 
・「道路に危険がある場所を位置情報と画像と共にツイ

ート＆リツイート。#拡散希望 #被害情報」 
 多くのグループが「#（ハッシュタグ）」をつけて、

情報を拡散させようとしていた。特に筆者が指示したり、

ヒントを出したりしたわけではない。また、B 中学校で

はハッシュタグの後に芸能人や政治家の氏名を入れて

いるグループもあった。理由を尋ねるとフォロアーが多

いから情報拡散がより効果的になるとのことであった。 
(8) 大地震におけるデマをとりあげる。 
 ここまでは適切な情報発信の内容であったが、実際に

は適切な情報発信だけでなくデマも存在することから、

大地震時に Twitter で発信されたデマをいくつか紹介

した。紹介した事例は 2017 年 4 月に発生した熊本地震

で、動物園からライオンが逃げ出したことを写真入りで

ツイートした内容であった。この写真は信号機が日本の

の物で無いことから比較的デマを見抜きやすい。生徒ら

も一様に「これはデマだ。」と口々に漏らしていた。 
 次に、北海道胆振東部地震でのデマである以下の情報

発信を紹介した42。 
「海上保安庁の友人からの情報です。本日 16 時 20 分

苫小牧で大きな地響きが有りました。この現象の 5 時

間後くらいに、大きな余震が来る場合が有るとの事。合

わせて、アツマ自衛隊からも同じ情報が入っています。」 
これについてデマか否かを問うたところ、デマの方が

少なかった。これもデマであることを紹介すると驚いて

いた。海上保安庁や自衛隊というようなもっともらしい

言葉が入っていたからである。すると、ある生徒から「海

上保安庁の友人というのが怪しい」という発言をし、他

の生徒もうなずき、納得している様子がうかがえた。 
 最後にもう一つ、東日本大震災において、気仙沼市の

中央公民館に子どもたちや多くの市民が取り残されて

いるという Twitter の情報を紹介し43、デマか否かを問

うたところ、もっともらしい文言であったので生徒らは

かなり悩んでいた。これはデマでは無いことを伝え、発

信された情報がデマか否かを判断するのはなかなか難

しいと感じたようである。 
 そして、このツイートはイギリスから発信されたこと

も併せて伝えたところ、「なぜ」という声が複数聞こえ、

皆驚いた表情を見せていた。公民館に取り残された女性

がイギリスにいる息子に被害の状況をメールで伝えた

ところ、この息子が Twitter で情報発信したからである

ことを話した。 
(9) 本授業プログラムの感想を書く。 
 最後に本授業に関してアンケートを書かせて授業を

終了した。 
 

5. 授業の考察及び成果と課題 

 
 本授業において、SNS を使った情報発信が社会の役

に立つことに気づくとともに、自らの情報発信のあり方

について考えることができることがねらいであった。こ
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のねらいが達成できたかどうかを見ていくこととする。 
まず、授業の終末に書かせたアンケート調査において、

今後 Twitter や LINE 等で情報を発信することに対す

る生徒個々の考えについて尋ねた。 
 この結果からもわかるように、生徒は世の中のために

なる情報発信することについて肯定的にとらえており、

本授業が社会の役に立つことに気づくとともに、このよ

うな情報発信を心がけようと感じたようである。 
授業後の感想においてもねらいを達成していること

がうかがえるような内容が目立った。 
 

表 4 授業後のアンケート調査結果その 1 
質問項目１（情報発信することについて） 割合 
ア 世の中のためになる情報を発信してい
くように心がけようと思った 

94.1% 

イ たとえ世の中のためになる情報であっ
ても自分からは発信しづらいと思った 

5.9% 

ウ 世の中のためになる情報を発信しなく
てもいいと思った 

0% 

 
・「今日の授業は普段考えないことを考え、これからの

役に立つ授業だと思った。」 
・「私がテレビで見たことがあったのが『Twitter で嘘

の情報を流している人がいた』というものだけだったの

で、こうして SNS をよい方向で活用しているのはとて

もうれしかった。」 
・「自分たちが普段使っている SNS の使い方とは違う。

国のため、命を守るための使い方もあるんだと思いまし

た。」 
・「私は SNS の使い方は情報を取り入れるだけだった

けど今回の授業で SNS で呼びかけ、ゴミ袋の数が少な

かったり、災害で今起きていることを伝えたり、SNS
の使い方が改めてわかりました。」 
・「世の中で何かあったら、自ら進んで SNS などに投

稿していこうと感じることができました。また、身近で

困っている人がいたら助けていきたいです。」 
・「自分は SNS には興味がなかったけど、いざという

時に『こんな使い方があるんだ！』と思った。」 
 情報発信が世の中のためになることを初めて知るこ

とにより、社会に貢献する使い方に興味関心が高まった

と考えられる。 
 授業が終わった後に、生徒らに世の中の役に立つよう

な情報発信をしたことがあるかどうか尋ねたところ、皆

無であった。また、Twitter は情報を集めることが中心

で、情報発信は LINE 等で身内やグループ内を中心に

行っているとのことであった。生徒は、SNS には社会

に貢献する使い方があることが理解できてうれしかっ

たようである。 
 アンケート調査ではもう一つ質問した。それは情報が

デマかそうでないかを見分けることについてである。 

 先にも述べたように、情報発信される内容がすべて正

しいものととらえてしまう懸念が考えられることから

授業プログラムのなかにデマの情報を入れて考えさせ

た。そのため、以下のように感想にデマに関する内容も

多く含まれていた。 
・「デマ情報を見分けられるような判断力を身に付けら

れるといいな。画像をつけることで信ぴょう性は高まる

けど、さらに動画の方が信じられると思った。」 
・「インターネットは本当に上手に使えば素晴らしい道

具になるし、悪用したりそれに巻き込まれたりすると、

本当に大変なことになるから、よく考えていい使い方が

できるといいと思った。」 
・「情報を多方面から批判的、的確に読み取らないとデ

マを信じてしまって危険だと思いました。」 
 

表 5 授業後のアンケート調査結果その 2 
質問項目１（デマを見分けることについて） 割合 
ア デマかそうでないかを見分けるのは難
しいと思った 

80.7% 

イ デマかそうでないかを見分けるのは簡
単だと思った 

2.1% 

ウ デマかそうでないかを見分けるのは難
しいがじっくり考えれば見分けられると思
った 

17.2% 

 
 このように、デマかどうかを見分けることの重要性も

同時に感じたようである。 
 今後は、本授業プログラムに続いて、デマの情報をど

う見分けるかについて考える授業を行っていく必要が

あると考えられる。 
 特に、生徒自身が考えたホワイトボードの内容がデマ

と勘違いされないかを検討する機会をつくり、そのよう

にならないためにはどのような発信内容にすべきかを

考えさせ、SNS の好ましい活用が自己満足や独りよが

りにならないようにしていきたい。 
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